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海外のゴルフ場でネコブセンチュウなど植物寄生性線虫による芝草の病害が報告され、生息調査が行われている。しかし、日本のゴルフ場では、植物
寄生性線虫の芝草病害への関与についての知見が乏しい。そこで、日本のゴルフ場の芝草で病原となり得る植物寄生性線虫の全国における分布およ
び季節変動などを明らかにするため、病害診断のサンプルを用いて分離調査を行った。

目的

方法 および 結果

まとめ

1.調査方法 2.調査地域 3.分離された植物寄生性線虫

土壌サンプル

ベールマン装置

生土20gをベールマン装置へ

2～3日後に分離さ
れた線虫を観察

病害鑑定依頼サンプルの地上部から
3cm以下の土壌を採取

※生理障害等の不明サンプルを主に
調査した

表1. 調査サンプル草種内訳

草種 コース数 サンプル数

ベントグラス 64 101

コウライシバ 4 4

ノシバ 1 1

バミューダグラス 6 8

ブルーグラス 2 2

ライグラス 1 1

合計 78 118

26都道府県

の鑑定依頼サンプ
ルを用いて調査した

表2. 調査サンプル地域

対象地域 コース数 サンプル数

北海道 11 15

東北 2 2

関東 30 38

甲信越 7 10

東海 15 37

近畿 7 10

中国 1 1

四国 1 1

九州 3 3

沖縄 1 1

合計 78 118

Meloidogyne sp.(ネコブセンチュウ)
（Bar=50μm）

Pratylenchus sp.(ネグサレセンチュウ)
（Bar=50μm）

Heterodera sp.(シストセンチュウ)
（Bar=50μm）

Helicotylenchus sp.(ラセンセンチュウ)
（Bar=50μm） Cricomematiae sp.(ワセンチュウ)

（Bar=50μm）

Paratylenchidae sp.(ピンセンチュウ)
（Bar=50μm）

Trichodoridae sp.(ユミハリセンチュウ)
（Bar=50μm）

計7種の植物寄生性線虫が分離された
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沖縄（1）バミューダグラス

九州（3） コウライシバ

九州（3）ベントグラス

四国（1） コウライシバ

中国（1）ベントグラス

近畿（7）バミューダグラス

近畿（7） ノシバ

近畿（7）ベントグラス

東海（15）バミューダグラ

ス
東海（15）ベントグラス

甲信越（7） ブルーグラス

甲信越（7）ベントグラス

関東（30）バミューダグラ

ス
関東（30）ベントグラス

図―1 各種線虫の地域別分離コース数（2021年―2023年） ※（）内の数字は調査コース数を示す
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• ネグサレセンチュウ、ユミハリセンチュウ、
ワセンチュウに地域性は見られなかった

• 様々な草種のサンプルから分離された。

(分離コース数)

植物寄生性線虫分離地域

• ラセンセンチュウは北日本のサンプルから分離さ
れなかった。

• ベントグラス、暖地型芝草のサンプルから分離さ
れた。

• シストセンチュウは北海道以外のエリアで
分離されなかった。

• ベントグラス、ライグラスのサンプルから分
離された。
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図―2 各種線虫の月別分離コース数（2021年―2023年） ※()内の数字は調査コース数を示す

ネグサレセンチュウ、ユミハリセンチュウは暖かくなる頃から
分離コース数が増える傾向が見られた

植物寄生性線虫の月別分離頻度

シストセンチュウは春、秋季に分離された ワセンチュウ、ピンセンチュウ、ラセン
センチュウは季節による分離コース
数の傾向は認められなかった。
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ネグサレセンチュウの月別分離頭数推移
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8月に分離頭数が最も多
かった

ネグサレセンチュウは高温により
活動が活発になると考えられた

図―3 全国のネグサレセンチュウ平均分離頭数の月別推移

※

※2021年から2023年の全国平均気
温を示す

• 日本全国のゴルフ場にシストセンチュウを除く植物寄生性
線虫が生息していた

• ネグサレセンチュウは温度の上昇に合わせて分離頭数が
増加した

• シストセンチュウは現時点で北海道のみ生息が確認された

• ネグサレセンチュウは気温が高い方が活動的になるのでは
ないか

• シストセンチュウは地域特異性があるのではないか

• 全国的に植物寄生性線虫が分離されるため、地域問わず
芝草に何らかの影響を与えているのではないか

分離の傾向から…

今後の展望

• 北海道で分離されたシストセンチュ
ウの種同定および生育温度の調査

• 植物寄生性線虫の芝草への接種に
よる影響の確認
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